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(57)【要約】
【課題】デジタルカメラ等の撮影装置において、撮影者
に応じて撮影のための条件を容易に設定できるようにす
る。
【解決手段】あらかじめ各種顔の特徴量と、デジタルカ
メラ１の設定内容とを対応づけて登録したデータベース
ＤＢ１を内部メモリ３５に記憶しておく。第２の撮影部
１０Ｂにより撮影者の顔を撮影し、顔認識部３６が顔認
識を行い、顔の特徴量をデータベース管理部３７に出力
する。データベース管理部３７がデータベースＤＢ１を
参照して、顔の特徴量と対応づけられた設定条件の内容
を表す情報をＣＰＵ４０に出力する。ＣＰＵ４０は、こ
の設定条件によりデジタルカメラ１の各部の設定を行う
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影により画像を取得する撮影装置において、
　撮影者の顔を認識する顔認識手段と、
　各種撮影者の顔と該各撮影者に応じた装置の各種設定条件とを対応づけて登録したデー
タベースを記憶する記憶手段と、
　前記認識された撮影者の顔に応じて前記データベースを参照して、装置の設定を行う設
定手段とを備えたことを特徴とする撮影装置。
【請求項２】
　撮影対象の被写体を撮影する第１の撮影手段と、
　前記第１の撮影手段の後方にその画角を有し、前記撮影者の顔を撮影する第２の撮影手
段とをさらに備え、
　前記顔認識手段は、前記第２の撮影手段が撮影により取得した画像に含まれる前記撮影
者の顔を認識する手段であることを特徴とする請求項１記載の撮影装置。
【請求項３】
　前記設定条件は、低速シャッタ限界、ＡＦ測距点、撮影条件の表示内容、画像処理の内
容、ＩＳＯ感度、撮影モード、撮影により取得される画像の画素数、撮影により取得した
画像の保存先、保存時の画像の圧縮率、各種指示を行う操作手段に含まれるカスタムボタ
ンに割り当てる機能、露出補正、ノイズ低減処理、デジタルズーム、ＡＦ補助光、測光モ
ード、操作音、フラッシュ、コンティニュアスＡＦ、連写および手ブレのうちの少なくと
も１つを設定する条件であることを特徴とする請求項１または２記載の撮影装置。
【請求項４】
　撮影により画像を取得する撮影装置の制御方法において、
　撮影者の顔を認識し、
　前記認識された撮影者の顔に応じて、各種撮影者の顔と該各撮影者に応じた装置の各種
設定条件とを対応づけて登録したデータベースを参照して、装置の設定を行うことを特徴
とする撮影装置の制御方法。
【請求項５】
　撮影により画像を取得する撮影装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプロ
グラムにおいて、
　撮影者の顔を認識する手順と、
　前記認識された撮影者の顔に応じて、各種撮影者の顔と該各撮影者に応じた装置の各種
設定条件とを対応づけて登録したデータベースを参照して、装置の設定を行う手順とを有
することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影により画像を取得する撮影装置およびその制御方法に関し、とくに撮影
のための各種設定を容易に行うことができる撮影装置およびその制御方法並びに撮影装置
の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラにおいて、撮影する被写体に応じて装置の制御条件を変更することが行
われている。例えば、各種人物の顔とその人物に応じたシャープネス処理等の画質パラメ
ータをあらかじめテーブルに登録しておき、人物を撮影して顔を認識し、テーブルを参照
して認識した顔に適した画質パラメータを取得し、取得した画質パラメータにより画像処
理を行う手法が提案されている（特許文献１参照）。また、記録媒体に記録された画像か
ら被写体を選択し、その被写体に応じて露出、焦点合わせ、ホワイトバランス、露出等の
撮像パラメータをあらかじめ登録しておき、撮影により取得した画像からその被写体を検
出した場合には、対応する撮像パラメータにより撮影を行う手法が提案されている（特許
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文献２参照）。
【０００３】
　特許文献１，２に記載された手法によれば、撮影する被写体に適したパラメータによっ
てカメラを制御することにより、その被写体に対して最適な画質を有する画像を取得する
ことができる。
【特許文献１】特開２００７－２７４２６４号公報
【特許文献２】特開２００６－３４５２５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、カメラの各種設定条件は、撮影者の好みに応じて異なるものである。例えば、
ＡＦ処理時の測距点については、カメラをあまり触ったことがない初心者は、多点測距を
行った方がピントが合いやすいが、熟練者は中央１点測距を行った方がシーンのポイント
に対してピントを合わせやすいものである。
【０００５】
　上述した特許文献１，２に記載された手法は、撮影しようとする被写体に応じてカメラ
の条件を設定するものであるため、特許文献１，２に記載された手法を用いても、撮影し
ようとする被写体に適した条件にカメラを設定できるのみであり、撮影者が所望とする条
件にカメラを設定できるものではない。このため、とくに１台のカメラを家族のように複
数の人物により共用する場合、撮影者はデジタルカメラを起動する毎に、自分が所望とす
るようにデジタルカメラの設定を行う必要がある。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたものであり、デジタルカメラ等の撮影装置において
、撮影者に応じて撮影のための条件を容易に設定できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明による撮影装置は、撮影により画像を取得する撮影装置において、
　撮影者の顔を認識する顔認識手段と、
　各種撮影者の顔と該各撮影者に応じた装置の各種設定条件とを対応づけて登録したデー
タベースを記憶する記憶手段と、
　前記認識された撮影者の顔に応じて前記データベースを参照して、装置の設定を行う設
定手段とを備えたことを特徴とするものである。
【０００８】
　なお、本発明による撮影装置においては、撮影対象の被写体を撮影する第１の撮影手段
と、
　前記第１の撮影手段の後方にその画角を有し、前記撮影者の顔を撮影する第２の撮影手
段とをさらに備えるものとし、
　前記顔認識手段を、前記第２の撮影手段が撮影により取得した画像に含まれる前記撮影
者の顔を認識する手段としてもよい。
【０００９】
　また、本発明による撮影装置においては、前記設定条件を、低速シャッタ限界、ＡＦ測
距点、撮影条件の表示内容、画像処理の内容、ＩＳＯ感度、撮影モード、撮影により取得
される画像の画素数、撮影により取得した画像の保存先、保存時の画像の圧縮率、各種指
示を行う操作手段に含まれるカスタムボタンに割り当てる機能、露出補正、ノイズ低減処
理、デジタルズーム、ＡＦ補助光、測光モード、操作音、フラッシュ、コンティニュアス
ＡＦ、連写および手ブレのうちの少なくとも１つを設定する条件としてもよい。
【００１０】
　本発明による撮影装置の制御方法は、撮影により画像を取得する撮影装置の制御方法に
おいて、
　撮影者の顔を認識し、
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　前記認識された撮影者の顔に応じて、各種撮影者の顔と該各撮影者に応じた装置の各種
設定条件とを対応づけて登録したデータベースを参照して、装置の設定を行うことを特徴
とするものである。
【００１１】
　なお、本発明による撮影装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラム
として提供してもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、撮影者の顔が認識され、認識された撮影者の顔に応じて、各種撮影者
の顔と各撮影者に応じた装置の各種設定条件とを対応づけて登録したデータベースが参照
されて、装置の設定が行われる。このため、撮影者が自分が所望とするように設定を変更
しなくても、撮影者の顔を装置に認識させるのみで、撮影者が所望とする撮影のための条
件を設定することができる。
【００１３】
　また、撮影対象の被写体を撮影する第１の撮影手段と、第１の撮影手段の後方に画角を
有し、撮影者を撮影する第２の撮影手段とをそれぞれ設けることにより、撮影者は第１の
撮影手段を用いての撮影体制をとりつつ、第２の撮影手段を用いて自分の顔を撮影して顔
認識に供することができる。このため、撮影装置を持ち直して、自分の顔を撮影する必要
がなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。図１および図２は本発明の
実施形態による撮影装置を適用したデジタルカメラ１の外観を示す図である。図１および
図２に示すように、このデジタルカメラ１の上部には、レリーズボタン２、電源ボタン３
およびズームレバー４が備えられている。
【００１５】
　レリーズボタン２は、２段階の押下により２種類の動作を指示できる構造となっている
。例えば、自動露出調整機能（ＡＥ：Auto Exposure）、自動焦点調節機能（ＡＦ：Auto 
Focus）を利用した撮影では、デジタルカメラ１は、レリーズボタン２が軽く押下される
第１の押下操作（半押しともいう）がなされたときに、露出調整、焦点合わせ等の撮影準
備を行う。その状態で、レリーズボタン２が強く押下される第２の押下操作（全押しとも
いう）がなされると、デジタルカメラ１は露光を開始し、露光により得られた１画面分の
画像データを記録メディアに記録する。
【００１６】
　また、デジタルカメラ１の正面には、被写体を撮影するための第１の撮影部１０Ａ、フ
ラッシュ２４およびＡＦ補助光用ランプ９が設けられている。
【００１７】
　また、デジタルカメラ１の背面には、液晶等のモニタ５、撮影モード等の設定に利用さ
れるモードダイヤル６、および撮影者が所望とする機能を登録可能なカスタムボタン７を
含む後各種操作ボタン８が備えられている。また、モニタ５の左上の位置には、撮影者を
撮影するための第２の撮影部１０Ｂが設けられている。
【００１８】
　次いで、デジタルカメラ１の内部構成について説明する。図３は本発明の第１の実施形
態による撮影装置を適用したデジタルカメラの内部構成を示す概略ブロック図である。図
３に示すように本実施形態による撮影装置を適用したデジタルカメラ１は、第１の撮影部
１０Ａおよび第２の撮影部１０Ｂを有する。なお、第１の撮影部１０Ａはデジタルカメラ
１の正面側がその画角となるように撮影を行うものであり、第２の撮影部１０Ｂは第１の
撮影部１０Ａの後方にその画角を有し、デジタルカメラ１の背面側の撮影を行うものであ
る。
【００１９】
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　図４は第１および第２の撮影部の構成を示す図である。なお、第１および第２の撮影部
１０Ａ，１０Ｂは同一の構成を有するため、ここでは第１の撮影部１０Ａの構成について
のみ説明する。
【００２０】
　撮影部１０Ａは、フォーカスレンズおよびズームレンズからなる撮影レンズ１２Ａを有
する。撮影レンズ１２Ａは、被写体にピントを合わせるためのフォーカスレンズ、ズーム
機能を実現するためのズームレンズ等の複数の機能別レンズにより構成される。レンズ駆
動部１３Ａはステッピングモータ等小型のモータで、ＣＣＤ１８Ａから各機能別レンズの
までの距離が目的に適った距離となるように各機能別レンズの位置を調整する。なお、レ
ンズ駆動部１３Ａは、ズームレバー４の操作に応じてＣＰＵ４０から指示されたズーム倍
率に応じたズーム位置を算出し、算出したズーム位置に移動するように、撮影レンズ１２
Ａに含まれるズームレンズを駆動する。
【００２１】
　絞り１４Ａは、複数の絞り羽根からなる。絞り駆動部１５Ａは、ステッピングモータ等
小型のモータで、ＡＥ処理部２９Ａから出力される絞り値データに応じて、絞りの開口サ
イズが目的に適ったサイズになるように絞り羽根の位置を調整する。
【００２２】
　シャッタ１６Ａはメカニカルシャッタであり、シャッタ駆動部１７Ａによって駆動され
る。シャッタ駆動部１７Ａは、レリーズボタンの押下により発生する信号と、ＡＥ処理部
２９から出力されるシャッタスピードデータとに応じて、シャッタ１６Ａの開閉の制御を
行う。
【００２３】
　シャッタ１６Ａの後方には撮像素子であるＣＣＤ１８Ａを有している。ＣＣＤ１８Ａは
、多数の受光素子を２次元的に配列した光電面を有しており、撮影レンズ１２Ａ等の光学
系を通過した被写体光がこの光電面に結像し、光電変換される。光電面の前方には、各画
素に光を集光するためのマイクロレンズアレイと、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色のフィルタが規則的に
配列されたカラーフィルタアレイとが配置されている。ＣＣＤ１８Ａは、ＣＣＤ制御部１
９Ａから供給される垂直同期信号および水平同期信号に同期して、画素毎に蓄積された電
荷を１ラインずつシリアルなアナログ撮影信号として出力する。なお、垂直同期信号によ
り１画面分の電荷が出力されることとなる。各画素において電荷を蓄積する時間、すなわ
ち露光時間は、ＣＣＤ制御部１９Ａから与えられる電子シャッタ駆動信号によって決定さ
れる。また、ＣＣＤ１８ＡはＣＣＤ制御部１９Ａにより、あらかじめ定められた大きさの
アナログ撮像信号が得られるようにゲインが調整されている。
【００２４】
　ＣＣＤ１８Ａから読み出されたアナログ撮影信号は、アナログフロントエンド（ＡＦＥ
）２０Ａに入力される。ＡＦＥ２０Ａは、アナログ信号のノイズを除去する相関２重サン
プリング回路（ＣＤＳ）と、アナログ信号のゲインを調節するオートゲインコントローラ
（ＡＧＣ）と、アナログ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ（ＡＤＣ）とか
らなる。このデジタル信号に変換された画像データは、画素毎にＲ，Ｇ，Ｂの濃度値を持
つＣＣＤ－ＲＡＷデータである。
【００２５】
　タイミングジェネレータ２１Ａは、同期信号を発生させるものであり、このタイミング
信号をシャッタ駆動部１７Ａ、ＣＣＤ制御部１９Ａ、およびＡＦＥ２０Ａに供給すること
により、レリーズボタンの操作、シャッタ１６Ａの開閉、ＣＣＤ１８Ａからの電荷の読み
出し、およびＡＦＥ２０Ａの処理の同期をとっている。
【００２６】
　手ブレ補正部２２Ａは、加速度センサおよび手ブレ補正機構を有し、加速度センサによ
り手ブレを検出し、手ブレ補正機構２２Ａにより手ブレを解消するように、ＣＣＤ１８Ａ
を光軸に垂直な方向に駆動する。
【００２７】
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　なお、第１および第２の撮影部１０Ａ，１０Ｂは、一方の駆動中は他方の駆動を停止し
てもよいが、同時に駆動するようにしてもよい。
【００２８】
　また、デジタルカメラ１は撮影時において必要なときに発光されるフラッシュ２４、お
よび周囲が暗いときにＡＦ処理を効率よく行うために発光されるＡＦ補助光用ランプ９を
有する。
【００２９】
　また、デジタルカメラ１は、第１および第２の撮影部１０Ａ，１０Ｂが出力した画像デ
ータをデータバス４１を介して他の処理部に転送する画像入力コントローラ２５、および
画像入力コントローラ２５から転送された画像データを一時記憶するフレームメモリ２６
を備える。
【００３０】
　フレームメモリ２６は、画像データに対して後述の各種処理を行う際に使用する作業用
メモリであり、例えば、一定周期のバスクロック信号に同期してデータ転送を行うＳＤＲ
ＡＭ(Synchronous Dynamic Random Access Memory)が使用される。
【００３１】
　表示制御部２７は、フレームメモリ２６に格納された画像データをスルー画像としてモ
ニタ５に表示させたり、再生モード時に記録メディア３４に保存されている画像をモニタ
５に表示させたりするためのものである。なお、スルー画像は、撮影モードおよび設定モ
ードが選択されている間、タイミングジェネレータ２１Ａ，２１Ｂが発生する垂直同期信
号に同期して、所定時間間隔で第１および第２の撮影部１０Ａ，１０Ｂにより撮影される
。
【００３２】
　ＡＦ処理部２８およびＡＥ処理部２９は、第１の撮影部１０Ａが取得したプレ画像に基
づいて撮影条件を決定する。このプレ画像とは、レリーズボタンが半押しされることによ
って発生する半押し信号を検出したＣＰＵ４０がＣＣＤ１８にプレ撮影を実行させた結果
、フレームメモリ２６に格納された画像データにより表される画像である。
【００３３】
　ＡＦ処理部２８は、プレ画像に基づいて焦点位置を検出し、フォーカス駆動量データを
出力する（ＡＦ処理）。焦点位置の検出方式としては、例えば、所望とする被写体にピン
トが合った状態では画像のコントラストが高くなるという特徴を利用して合焦位置を検出
するパッシブ方式が考えられる。
【００３４】
　ＡＥ処理部２９は、プレ画像に基づいて被写体輝度を測定し、測定した被写体輝度に基
づいて絞り値およびシャッタスピード等を決定し、絞り値データおよびシャッタスピード
データを露出設定値として出力する（ＡＥ処理）。
【００３５】
　ＡＷＢ処理部３０は、撮影時のホワイトバランスを自動調整する（ＡＷＢ処理）。
【００３６】
　画像処理部３１は、本画像の画像データに対して、階調補正、シャープネス補正、色補
正、ノイズ低減処理等の画質補正処理、およびＣＣＤ－ＲＡＷデータを輝度信号であるＹ
データと、青色色差信号であるＣｂデータおよび赤色色差信号であるＣｒデータとからな
るＹＣデータに変換するＹＣ処理を行う。この本画像とは、レリーズボタンが全押しされ
ることによって実行される本撮影により、第１の撮影部１０ＡのＣＣＤ１８Ａから取り込
まれ、ＡＦＥ２０Ａ、画像入力コントローラ２５経由でフレームメモリ２６に格納された
画像データにより表される画像である。
【００３７】
　圧縮／伸長処理部３２は、画像処理部３１によって処理が行われた本画像の画像データ
に対して、例えば、ＪＰＥＧ等の圧縮形式で圧縮処理を行い、画像ファイルを生成する。
この画像ファイルには、Ｅｘｉｆフォーマット等に基づいて、撮影日時等の付帯情報が格
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納されたタグが付加される。
【００３８】
　メディア制御部３３は、不図示のメディアスロットルに着脱自在にセットされた記録メ
ディア３４にアクセスして、画像ファイルの書き込みと読み込みの制御を行う。
【００３９】
　内部メモリ３５は、デジタルカメラ１において設定される各種定数、あらかじめ登録し
た顔と、デジタルカメラ１の各種設定条件とを対応づけたデータベースＤＢ１、およびＣ
ＰＵ４０が実行するプログラム等を記憶する。
【００４０】
　また、デジタルカメラ１は、顔認識部３６およびデータベース管理部３７を備える。
【００４１】
　顔認識部３６は、顔のデータベースＤＢ１への登録時および後述する設定条件の設定時
に、第２の撮影部１０Ｂが取得した画像に含まれる顔を認識する。
【００４２】
　まず、データベースＤＢ１への顔の登録時においては、顔認識部３６は、撮影者が第２
の撮影部１０Ｂを用いて自分の顔を撮影することにより取得した画像から顔を検出する。
顔を検出する手法としては、テンプレートマッチングによる手法、顔の多数のサンプル画
像を用いてマシンラーニング学習により得られた顔判別器を用いる手法等を用いることが
できる。なお、顔を検出する手法はこれに限定されるものではなく、例えば画像における
肌色を有しかつ顔の輪郭形状を囲む矩形の領域を顔として検出する手法、顔の輪郭形状を
なす領域を顔として検出する手法等、任意の手法を用いることができる。
【００４３】
　次いで、顔認識部３６は、検出した顔から顔の特徴量を算出してデータベース管理部３
７に出力する。特徴量としては、顔の輪郭線の位置、輪郭線の形状、並びに目、鼻および
口等の顔パーツの位置の情報を用いることができる。
【００４４】
　一方、顔の認識時においては、顔認識部３６は、撮影者が第２の撮影部１０Ｂを用いて
自分の顔を撮影することにより取得した画像から、上記と同様に顔の検出および顔の特徴
量の算出を行う。そして、算出した特徴量をデータベース管理部３７に出力する。
【００４５】
　データベース管理部３７は、データベースＤＢ１への各種情報の登録、およびデータベ
ースＤＢ１の検索を行う。まず、データベースＤＢ１への各種情報の登録について説明す
る。
【００４６】
　データベース管理部３７は、顔の登録時においては、顔認識部３６が出力した顔の特徴
量を撮影者単位でデータベースＤＢ１に登録する。そして、その後に指示されるデジタル
カメラ１の各種設定条件を、顔の特徴量と対応づけてデータベースＤＢ１に登録する。図
５はデータベースＤＢ１の登録内容を示す図である。図５に示すように、データベースＤ
Ｂ１には、５名の人物Ａ～Ｅの特徴量のそれぞれとデジタルカメラ１の各種設定条件とが
対応づけられて登録されている。
【００４７】
　設定条件としては、低速シャッタ限界、ＡＦ測距点、撮影条件の表示内容、画像処理の
内容、ＩＳＯ感度、撮影モード、撮影により取得される画像の画素数、撮影により取得し
た画像の保存先、保存時の画像の圧縮率、各種指示を行う操作手段に含まれるカスタムボ
タンに割り当てる機能、露出補正、ノイズ低減処理、デジタルズーム、ＡＦ補助光、測光
モード、操作音、フラッシュ、コンティニュアスＡＦ、連写および手ブレの条件が登録可
能とされている。
【００４８】
　「低速シャッタ限界」とは、ＡＥ処理を行うことにより算出される最も遅いシャッタス
ピードを設定する条件である。ここで、デジタルカメラ１を正確に構えることができる熟
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練者は、シャッタスピードが遅くても手ブレを生じないように撮影を行うことができるが
、初心者はシャッタスピードが遅いと手ブレが生じてしまう。このため、低速シャッタ限
界は、初心者ほど早いシャッタスピードに設定することが好ましい。なお、低速シャッタ
限界を設定しない場合には、あらかじめ定められたシャッタスピードに設定される。
【００４９】
　「ＡＦ測距点」とは、ＡＦ処理を行う際の測距点の数および位置を設定する条件であり
、例えば中央１点測距、多点測距、および画角の左右一方の側のみの測距等を設定する。
なお、ＡＦ測距点を設定しない場合には、多点測距に設定される。
【００５０】
　「撮影条件の表示内容」とは、撮影時または撮影により取得した画像の再生時にモニタ
５に表示される内容を設定する条件であり、例えば、撮影時の画素数、シャッタスピード
、絞り値、ヒストグラム、ＩＳＯ感度、撮影可能枚数および測光条件等の表示の有無を設
定する。なお、撮影条件の表示内容を設定しない場合には、あらかじめ定められた表示内
容（例えば画素数および撮影可能枚数）を表示する設定がなされる。
【００５１】
　「画像処理の内容」とは、撮影により取得された画像に対して施されるシャープネス処
理、ホワイトバランス調整処理、階調処理および色補正処理等のパラメータを設定する条
件である。なお、画像処理の内容を設定しない場合には、あらかじめ定められたパラメー
タが設定される。
【００５２】
　「ＩＳＯ感度」とは、撮影時の感度を設定する条件であり、具体的にはＩＳＯ感度の数
値そのものおよびＩＳＯ感度の上限値を設定する。例えばＡＵＴＯ８００に設定した場合
、ＩＳＯ感度の上限値が８００に設定される。なお、ＩＳＯ感度を設定しない場合には、
ＩＳＯ感度は、周囲の輝度によって変化するオートに設定される。
【００５３】
　「撮影モード」とは、撮影装置において設定可能な各種のモードを設定する条件であり
、例えば、絞り優先モード、シャッタスピード優先モード、ポートレートモードおよび夜
景モード等を設定する。なお、撮影モードを設定しない場合には、撮影モードはオートに
設定される。
【００５４】
　「画素数」は、文字通り撮影により取得される画像の画素数を設定する条件であり、例
えば、画像の画素数を３Ｍ、６Ｍおよび１２Ｍ等の１００万画素単位で設定する。なお、
画素数を設定しない場合には、デジタルカメラ１において設定可能な最大画素数に設定さ
れる。
【００５５】
　「画像の保存先」は、画像の保存先のフォルダ名を設定する条件である。なお、保存先
を設定しない場合には、あらかじめ定められたフォルダが画像の保存先に設定される。
【００５６】
　「圧縮率」は、画像を保存する際の圧縮率を設定する条件である。具体的には、ファイ
ン（Ｆ）およびノーマル（Ｎ）等の指示により、低圧縮率および高圧縮率を設定すること
ができる。なお、画像の圧縮率を設定しない場合には、Ｎに設定される。
【００５７】
　「カスタムボタンに割り当てる機能」とは、カスタムボタン７を押下した際に、撮影者
が所望とする処理を実行できるように、カスタムボタン７に割り当てる、撮影者が所望と
する機能を設定する条件である。なお、カスタムボタン７に割り当てる機能を設定しない
場合には、あらかじめ定められた機能がカスタムボタン７に割り当てられる。
【００５８】
　「露出補正」は、撮影者の好みに応じて、プラス補正およびマイナス補正さらにはブラ
ケット撮影の有無を設定する条件である。ブラケット撮影の場合には、例えば－１／３Ｅ
ｖ、０、＋１／３Ｅｖのように変更する露出の範囲を設定する。なお、露出補正を設定し
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ない場合には、なし（すなわち０）に設定される。
【００５９】
　「ノイズ低減処理」は、ノイズ低減処理の実行の有無（オン・オフ）、および実行する
場合の程度（強め、弱め）を設定する条件である。なお、ノイズ低減処理を設定しない場
合には、あらかじめ定められた強さが設定される。
【００６０】
　「デジタルズーム」は、デジタルズームの実行の有無（オン・オフ）、および実行する
場合の限界値（倍率）を設定する条件である。なお、デジタルズームを設定しない場合に
は、オン（限界値なし）に設定される。なお、限界値なしとは、デジタルカメラ１が行う
ことが可能な最大の倍率までデジタルズームを行うことである。
【００６１】
　「ＡＦ補助光」は、ＡＦ補助光の点灯の有無（オン・オフ）、および点灯する場合の周
囲の明るさを設定する条件である。なお、ＡＦ補助光を設定しない場合には、オンに設定
される。
【００６２】
　「測光モード」は、中央重点測光、中央重点測光を行う場合の範囲およびマルチパター
ン測光等の測光の態様を設定する条件である。なお、測光モードを設定しない場合には、
マルチパターン測光に設定される。
【００６３】
　「操作音」は、操作音のオン・オフ、オンとする場合の操作音の種類（音１、音２等）
を設定する条件である。なお、操作音を設定しない場合には、あらかじめ定められた操作
音が設定される。
【００６４】
　「フラッシュ」は、フラッシュ２４のオン・オフ、オンとする場合のフラッシュの発光
のさせ方（例えば、通常発光、赤目軽減発光およびスローシンクロ等）を設定する条件で
ある。なお、フラッシュを設定しない場合には、オン（通常発光）に設定される。
【００６５】
　「コンティニュアスＡＦ」は、レリーズボタン２の押下による撮影時のみならず、スル
ー画像撮影時にもＡＦ処理を行うコンティニュアスＡＦのオン・オフを設定する条件であ
る。なお、コンティニュアスＡＦを設定しない場合には、コンティニュアスＡＦはオフに
設定される。
【００６６】
　「連写」は、連写のオン・オフ、オンとする場合の連写枚数等を設定する。なお、連写
を設定しない場合には、連写はオフに設定される。
【００６７】
　「手ブレ」は、手ブレのオン・オフ、オンとする場合の手ブレ補正を行うタイミング（
常時、撮影時のみ）を設定する。なお、手ブレを設定しない場合には、手ブレは撮影時の
みオンに設定される。
【００６８】
　一方、データベース管理部３７は、各種条件の設定時において、顔認識部３６から顔の
特徴量が出力されると、データベースＤＢ１から特徴量に対応する設定条件を検索する。
そして、検索した設定条件の内容を表す情報をＣＰＵ４０に出力する。顔認識部３６が出
力した特徴量が、データベースＤＢ１に登録されていない場合には、その旨の情報をＣＰ
Ｕ４０に出力する。
【００６９】
　ＣＰＵ４０は、操作系２およびＡＦ処理部２８等の各種処理部からの信号に応じてデジ
タルカメラ１の本体各部を制御する。また、ＣＰＵ４０は、データベース管理部３７が出
力した設定条件の内容を表す情報に応じて、デジタルカメラ１を構成する各部の設定を行
う。なお、データベース管理部３７が、特徴量がデータベースＤＢ１に登録されていない
旨の情報を出力した場合には、ＣＰＵ４０は各部に対してあらかじめ定められた条件によ
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り設定を行う。
【００７０】
　データバス４１は、各種処理部、フレームメモリ２６およびＣＰＵ４０等に接続されて
おり、画像データおよび各種指示等のやり取りを行う。
【００７１】
　次いで、本実施形態において行われる処理について説明する。図６は本実施形態におい
て行われる処理を示すフローチャートである。なお、本実施形態においては、データベー
スＤＢには、すでに撮影者の顔の特徴量および各種設定条件が登録されているものとする
。デジタルカメラ１の電源がオンとされることによりＣＰＵ４０が処理を開始し、第２の
撮影部１０Ｂにより撮影者の顔が撮影されると（ステップＳＴ１肯定）、顔認識部３６が
、撮影により取得された画像に含まれる撮影者の顔を認識する（ステップＳＴ２）。具体
的には、上述したように撮影により取得した画像から顔を検出し、検出した顔の特徴量を
算出する。そして、算出した特徴量をデータベース管理部３７に出力する（ステップＳＴ
３）。
【００７２】
　次いで、データベース管理部３７が、特徴量に基づいてデータベースＤＢ１を検索し、
特徴量に対応する顔がデータベースＤＢ１に登録されているか否かを判定する（ステップ
ＳＴ４）。ステップＳＴ４が否定されると、データベース管理部３７は、顔が登録されて
いない旨の情報をＣＰＵ４０に出力する（ステップＳＴ５）。ステップＳＴ４が肯定され
ると、特徴量に対応づけられた設定条件の内容を表す情報をＣＰＵ４０に出力する（ステ
ップＳＴ６）。
【００７３】
　ＣＰＵ４０は、データベース管理部３７が出力した情報に基づいて、デジタルカメラ１
の各部の設定を行う（ステップＳＴ７）。すなわち、低速シャッタ限界が設定されていれ
ば、ＡＥ処理を行うことにより算出される最も遅いシャッタスピードが、設定されたシャ
ッタスピードとなるようにＡＥ処理部２９の設定を行う。なお、低速シャッタ限界が設定
されていない場合には、ＡＥ処理を行うことにより算出される最も遅いシャッタスピード
が、あらかじめ定められたシャッタスピードとなるようにＡＥ処理部２９の設定を行う。
【００７４】
　また、ＡＦ測距点が設定されていれば、設定された測距点によりＡＦ処理を行うように
ＡＦ処理部２８の設定を行う。なお、ＡＦ測距点が設定されていない場合には、多点測距
によりＡＦ処理を行うようにＡＦ処理部２８の設定を行う。
【００７５】
　また、撮影条件の表示内容が設定されていれば、設定された表示内容をモニタ５に表示
するよう表示制御部２７の設定を行う。なお、撮影条件の表示内容が設定されていない場
合には、あらかじめ定められた表示内容を表示するよう表示制御部２７の設定を行う。
【００７６】
　また、画像処理の内容が設定されていれば、設定されたパラメータにより画像処理を行
うよう画像処理部３１の設定を行う。なお、画像処理の内容が設定されていない場合には
、あらかじめ定められたパラメータにより画像処理を行うよう画像処理部３１の設定を行
う。
【００７７】
　また、ＩＳＯ感度が設定されていれば、設定されたＩＳＯ感度により撮影およびＡＥ処
理を行うよう第１の撮影部１０ＡおよびＡＥ処理部２９の設定を行う。なお、ＩＳＯ感度
が設定されていない場合には、オート感度にて撮影およびＡＥ処理を行うよう第１の撮影
部１０ＡおよびＡＥ処理部２９の設定を行う。
【００７８】
　また、撮影モードが設定されていれば、設定された撮影モードとなるようにデジタルカ
メラ１の各部を設定する。なお、撮影モードが設定されていない場合には、オートにて撮
影を行うようデジタルカメラ１の各部の設定を行う。
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【００７９】
　また、画素数が設定されていれば、設定された画素数により撮影を行うよう第１の撮影
部１０Ａの設定を行う。なお、画素数が設定されていない場合には、最大画素数にて撮影
を行うよう第１の撮影部１０Ａの設定を行う。
【００８０】
　また、画像の保存先が設定されていれば、撮影により取得した画像を設定されたフォル
ダに保存するようメディア制御部３３の設定を行う。なお、画像の保存先が設定されてい
ない場合には、撮影により取得した画像をあらかじめ定められたフォルダに保存するよう
メディア制御部３３の設定を行う。
【００８１】
　また、圧縮率が設定されていれば、設定された圧縮率により撮影により取得した画像を
圧縮するよう圧縮／伸長処理部３２の設定を行う。なお、圧縮率が設定されていない場合
には、ノーマルの圧縮率により撮影により取得した画像を圧縮するよう圧縮／伸長処理部
３２の設定を行う。
【００８２】
　また、カスタムボタン７に割り当てる機能が設定されていれば、設定された機能をカス
タムボタン７に割り当てる。なお、カスタムボタン７に割り当てる機能が設定されていな
い場合には、あらかじめ定められた機能をカスタムボタン７に割り当てる。
【００８３】
　また、露出補正が設定されていれば、設定された露出補正を行うようＡＥ処理部２９の
設定を行う。なお、露出補正が設定されていない場合には、露出補正を行わないようＡＥ
処理部２９の設定を行う。
【００８４】
　また、ノイズ低減処理が設定されていれば、設定された内容のノイズ低減処理を行うよ
う画像処理部３１の設定を行う。なお、ノイズ低減処理が設定されていない場合には、あ
らかじめ定められた強さによりノイズ低減処理を行うよう画像処理部３１の設定を行う。
【００８５】
　また、デジタルズームが設定されていれば、設定された内容によりデジタルズームを行
うよう第１の撮影部１０Ａの設定を行う。なお、デジタルズームが設定されていない場合
には、限界値なしのデジタルズームを行うよう第１の撮影部１０Ａの設定を行う。
【００８６】
　また、ＡＦ補助光が設定されていれば、設定された内容によりＡＦ補助光用ランプ９を
点灯する。なお、ＡＦ補助光が設定されていない場合には、ＡＦ補助光用ランプ９を点灯
する。
【００８７】
　また、測光モードが設定されていれば、設定された測光モードにより測光を行うようＡ
Ｅ処理部２９の設定を行う。なお、測光モードが設定されていない場合には、マルチパタ
ーン測光を行うようＡＥ処理部２９の設定を行う。
【００８８】
　また、操作音が設定されていれば、デジタルカメラ１の各種操作がなされたときに設定
された操作音を発生させる。なお、操作音が設定されていない場合には、あらかじめ定め
られた操作音を発生させる。
【００８９】
　また、フラッシュが設定されていれば、設定された内容によりフラッシュ２４を発光さ
せる。なお、フラッシュが設定されていない場合には、通常発光にてフラッシュ２４を発
光させる。
【００９０】
　また、コンティニュアスＡＦが設定されていれば、設定されたようにコンティニュアス
ＡＦをオン、オフするようＡＦ処理部２９および第１の撮影部１０Ａの設定を行う。なお
、コンティニュアスＡＦが設定されていない場合には、コンティニュアスＡＦを行わない
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ようＡＦ処理部２８および第１の撮影部１０Ａの設定を行う。
【００９１】
　また、連写が設定されていれば、設定されたように連写を行うよう第１の撮影部１０Ａ
の設定を行う。なお、連写が設定されていない場合には、連写を行わないよう第１の撮影
部１０Ａの設定を行う。
【００９２】
　また、手ブレが設定されていれば、設定された内容により手ブレ補正を行うよう第１の
撮影部１０Ａの手ブレ補正部２２Ａの設定を行う。なお、手ブレが設定されていない場合
には、撮影時のみ手ブレをオンとするよう手ブレ補正部２２Ａの設定を行う。
【００９３】
　なお、データベース管理部３７が撮影者の顔が登録されていない旨の情報を出力した場
合には、各種設定条件が設定されていない場合と同様に、デジタルカメラ１の各部の設定
を行う。
【００９４】
　次いで、レリーズボタンが半押しされると（ステップＳＴ８肯定）、ＡＥ処理部２９が
ＡＥ処理を行い（ステップＳＴ９）、ＡＦ処理部２８がＡＦ処理を行う（ステップＳＴ１
０）。さらにレリーズボタンが全押しされると（ステップＳＴ１１肯定）、第１の撮影部
１０Ａが本撮影を行い（ステップＳＴ１２）、撮影により取得された画像に対して画像処
理部３１が画像処理を行い（ステップＳＴ１３）、圧縮／伸長処理部３２が画像の画像フ
ァイルを生成し（ステップＳＴ１４）、メディア制御部３３が記録メディア３４に画像フ
ァイルを記録し（ステップＳＴ１５）、処理を終了する。
【００９５】
　このように、本実施形態によれば、認識した撮影者の顔に応じて、各種撮影者の顔と各
撮影者に応じたデジタルカメラ１の設定条件とを対応づけて登録したデータベースＤＢ１
を参照して、デジタルカメラ１の設定を行うようにしたため、撮影者が自分が所望とする
ように設定変更しなくても、撮影者の顔を撮影するのみで、撮影のための各種条件を撮影
者に応じて設定することができる。
【００９６】
　また、第１および第２の撮影部１０Ａ，１０Ｂを設け、第２の撮影部１０Ｂにより撮影
者の顔を撮影するようにしたため、撮影者は第１の撮影部１０Ａを用いての撮影体制をと
りつつ、第２の撮影部１０Ｂを用いて自分の顔を撮影して顔認識に供することができる。
このため、デジタルカメラ１を持ち直して、自分の顔を撮影する必要がなくなる。
【００９７】
　なお、上記実施形態においては、デジタルカメラ１に２つの撮影部１０Ａ，１０Ｂを設
けているが、第１の撮影部１０Ａのみをデジタルカメラ１に設けるようにしてもよい。こ
の場合、第１の撮影部１０Ａにより撮影者の顔を撮影して、顔認識に供するようにすれば
よい。これにより、第２の撮影部１０Ｂを設ける必要がなくなるため、デジタルカメラ１
の構成を簡易なものとすることができる。
【００９８】
　また、上記実施形態においては、低速シャッタ限界、ＡＦ測距点、撮影条件の表示内容
、画像処理の内容、ＩＳＯ感度、撮影モード、撮影により取得される画像の画素数、撮影
により取得した画像の保存先、保存時の画像の圧縮率、各種指示を行う操作手段に含まれ
るカスタムボタンに割り当てる機能、露出補正、ノイズ低減処理、デジタルズーム、ＡＦ
補助光、測光モード、操作音、フラッシュ、コンティニュアスＡＦ、連写および手ブレの
すべてをデータベースＤＢ１に登録しているが、これらの設定条件のうち少なくとも１つ
をデータベースＤＢ１に登録するようにすればよい。
【００９９】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、コンピュータを、上記の顔認識部３６お
よびデータベース管理部３７に対応する手段として機能させ、図５に示すような処理を行
わせるプログラムも、本発明の実施形態の１つである。また、そのようなプログラムを記
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【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の実施形態による撮影装置を適用したデジタルカメラの外観を示す図（正
面側）
【図２】本発明の実施形態による撮影装置を適用したデジタルカメラの外観を示す図（背
面側）
【図３】本発明の実施形態による撮影装置を適用したデジタルカメラの内部構成を示す概
略ブロック図
【図４】撮影部の構成を示す図
【図５】データベースの登録内容を示す図
【図６】本実施形態において行われる処理を示すフローチャート
【符号の説明】
【０１０１】
　　　１，１Ａ　　デジタルカメラ
　　　２　　レリーズボタン
　　　５　　モニタ
　　　１０Ａ，１０Ｂ　　撮影部
　　　３６　　顔認識部
　　　３７　　データベース管理部

【図１】

【図２】

【図３】
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